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1.1　コリント 4 章 12-13 節
 「私たちは、侮辱されれば祝福を与え、迫害されれば耐え忍び、中傷されれば慰めの
言葉をかけます。私たちは世の塵のようになりました。今に至るまですべての人の芥
（peripsema） と な っ て い る の で す（λοιδορούμενοι εὐλογοῦμεν, διωκόμενοι 
ἀνεχόμεθα, δυσφημούμενοι παρακαλοῦμεν. ὡς περικαθάρματα τοῦ κόσμου 











κάταγμα･ ἢ ὑπὸ τὰ ἴχνη･ ἢ ἀπολύτρωσις･ οὕτως ἐπέλεγον τῶι κατ´ ἐνιαυτὸν 
ἐμβαλλομένωι τῆι θαλάσσηι νεανίαι ἐπὶ ἀπαλλαγῆι τῶν συνεχόντων κακῶν･ 
περίψημα ἡμῶν γενοῦ･ ἤτοι σωτηρία καὶ ἀπολύτρωσις･ καὶ οὕτως ἐνέβαλον τῆι 
θαλάσσηι, ὡσανεὶ τῶι Ποσειδῶνι θυσίαν ἀποτιννύντες）。」
B.　パウロ以前のテクストにおける用法
1.　トビト記 5 章 19 節





えられるものではありません」（新共同訳） 'Do not heap money upon money, but 






て peripsema なのですが（καὶ ὁ κῆπος καὶ ἡ φυτεία, περίψημά σοι ποίει）。』と言う。」
C.　パウロ以降のテクストにおける用法
1. 1　コリント 4 章 12-13 節の引用あるいは参照
a.　追放儀礼との関連
オリゲネス『ヨハネ福音書注解』6 章 55 章 (2-3cCE)
 「私たちは殉教者に関する事柄について、また疫病のために死ぬ人たちに関する逸話
1 R. Porson, Φωτίου τοῦ πατριάρχου λέξεων συναγωγή (Cambridge: CUP, 1822).
2 B. E. Perry, Aesopica (vol. 1.; Urbana: University of Illinois Press, 1952).
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ば、（それゆえに）使徒たちも『世の perikatharma となりすべての者の peripsema です』
と 言 わ れ る の で あ り（περικαθαρμάτων τοῦ κόσμου γινομένων, καὶ πάντων 







i.　オリゲネス『ヨハネ福音書注解』28 巻 18 章
 「『神は罪を知らず罪を犯していないこの方を罪としました。それはすべての罪を引
き受けるためです。』そしてあえて言うならば、より多くの使徒たちのために世の塵
またすべての人の芥となるためです（εἰ δεῖ τολμήσαντα εἰπεῖν, πολλῷ μᾶλλον τῶν 
ἀποστόλων αὐτοῦ περικάθαρμα αὐτὸν τοῦ κόσμου γεγονέναι καὶ πάντων 
περίψημα）。彼らが言うとおりです、すなわち『私たちは世の塵のようになりまし
た。今に至るまですべての人の芥となっているのです。』」




 「私の霊は十字架の περίψημα」（イグナティウス『エフェソ書』18 章 1 節）／「キ
リストゆえの愚かさ」という生き方が περίψημα に象徴される（Didymus the Blind, 
Fragmenta in Psalmos, 739.9）(4c.CE, Alexandria) ／ περίψημα に象徴されるキリスト
の受難は他者の救いためである（Chrysostom, In epistulam i ad Corinthios vol.61, p. 108 
of MPG）。












異本には δυσφημούμενοιを βλασφημούμενοιと、περικάθαρμαを κάθαρμα
とするものがあり、ここではそれが反映されている。
○その他のテクスト 4
富者から蔑まれる貧者を受容する根拠としての περίψημα（Theodoretus, Interpretation 
in xiv epistulas sancti Pauli MPG, vol.82, p.257）／キリスト者が περίψημα になったの
は苦難の中にある者のため（Catenae (NT) in epistulam i ad Corinthios p.227）(4-5cCE)
／分け隔てのない奉仕の象徴としての περίψημα（Cyrillus, Commentarii in Lucam p.94）
(4-5cCE, Alexandria)
ii.　謙遜の勧め





遜の模範です（ταῦτα δὲ τὰ ῥήματα ταπεινοφροσύνης ὑπόδειγμα）。」
○その他のテクスト 5
περίψημα（＝キリストの奴隷）は立場の弱い者のさらに下に身を置くべき（Basil 
the Great, Homiliae super Psalmos MPG, vol.29, p.381）(4cCE, Caesaria) ／すべての人を
受け入れる根拠としての περίψημα という立場（Ephraem Syrus, Sermo de virtutibus et 
vitiis sec.4）(4cCE, Syrus) ／傲慢の誘惑に対処するために περίψημα という立場を認
4 J. A. Cramer, Catenae Graecorum patrum in Novum Testamentum (vol. 5; Oxford: OUP, 1841); J. Sickenberger, 
Fragmente der Homilien des Cyrill von Alexandrien zum Lukasevangelium (Leipzig: Hinrichs, 1909).
5 K. G. Phrantzoles, Sancti patris nostri Ephraem Syri opera omnia (vol. 1. To Perivoli tis Panagias, 1988).
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識すべき（Joannes Damascenus, De octo spiritibus nequitiae MPG vol.95, p.81）(7-8cCE)
iii.　愛敵
○アンティオコス・モナコス『聖典総覧』MPG vol.89, hom. 40


















ἔκτρωμα（1 コリ 15.8）と περίψημαが並列に置かれることがしばしばある。
○その他のテクスト 8
ヨブの義なる苦悩と περίψημα が結びつく（Origen, Homiliae in Job MPG, vol.17, p.69）
／死に至る行いでなく命にいたる行いを選ぶ動機としての περίψημα というあり方
6 R. Cantarella, S. Massimo Confessore. La mistagogia ed altri scritti (Florence: Testi Cristiani, 1931).
7 Petrus, Historia utilis et refutation Manichaeorum vel Paulicianorum: D. Papachryssanthou, "Les sources 
grecques pour l'histoire des Pauliciens d'Asie Mineure I. Pierre de Sicile. Histoire des Pauliciens," Travaux et 
mémoires 4 (1970): pp.7-67.
8 P.R. Coleman-Norton, Palladii dialogus de vita S. Joanni Chrysostomi (CUP, 1928); P.E. Pusey, Sancti patris 
nostri Cyrilli archiepiscopi Alexandrini in D. Joannis evangelium (3 vols.; OUP, 1872); H. Usener, Sonderbare 
Heilige I. Der heilige Tychon (Leipzig: Teubner, 1907); J. Cozza-Luzi, Nova Patrum Bibliotheca (9/2 Rome: 
Bibliotheca Vaticana et Typi Vaticani, 1888-1905).
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（Palladius, Dialogus de vita Joannis Chrysostomi p.136）(4-5cCE, Helenspolitanis) ／この
世の栄光ではないものの追求の動機としての περίψημα というあり方（Cyrillus 
Alexandrinus, Commentarii in Joannem vol.2, p.597）(4-5cCE, Alexandria) ／ περίψημα と
いう生き方が人を迷いから引き戻す（Joannes Ellemosynarius, Vita Tychonis, Manuscript 
p.6）(6-7cCE, Alexandria) ／生まれたパウロに倣う生き方としての περίψημα（＝
ἔκτρωμα）（Theodorus Studites, Sermones Catecheseos Magnae 53, p.144）(8-9cCE, 
Constantinople) ／ περίψημα という生き方が奢る者を辱める（Chrysostom, 1 ad 




 「メタファとしての peripsema は、食後に食卓を拭くこと、また不用な滓（かす）を
取り除くことを指すのに用いられます（Τὸ περίψημα ἐκ μεταφορᾶς εἴρηται τῶν 
τὰς τραπέζας μετὰ τὸν τοῦ φαγεῖν καιρὸν ἀποψώντων καὶ ἀπορριπτούντων ὡς 
περιττὰ ψήγματα）。キリストゆえに辱めを受ける私たちはすべての人の拭き取られ
た滓また拭き布であり、安物で理不尽に蔑まれる対象なのです（ἐσμὲν πάντων 
ἀπόψημα καὶ ἀπόμαγμα, εὐτέλεια καὶ περιύβρισμα）。」
○セウェリアヌス『1 コリント書断片』p.241 (4cCE, Constantinople)10
「私たちはキリストのゆえにすべての人のための排泄物となっています。労働者の汗
やよごれを拭き取る麻布が peripsema と言われます（περίψημα δὲ λέγεται τὸ 





キリスト者の苦境を示す περίψημα（Theodorus Studites, Epistulae Ep.381）／同
（Ignatius Diaconus, Epistulae Ep.57）(8-9cCE, Constantinople)
9 Theodorus Mopsuestenus, Fragmenta in epistulam i ad Corinthios: K. Staab, Pauluskommentar aus der 
griechischen Kirche aus Katenenhandschriften gesammelt (Münster: Aschendorff, 1933).
10 Severianus, Fragmenta in epistulam i ad Corinthios: K. Staab, Pauluskommentar aus der griechischen Kirche 
aus Katenenhandschriften gesammelt (Münster: Aschendorff, 1933).
11 Theo. Stud.: G. Fatouros, Theodori Studitae Epistulae (vol. 1-2 Berlin: De Gruyter, 1992); Ign. Dia.: 
Efthymiadis & Mango, The Correspondence of Ignatios the Deacon (Dumbarton Oaks, 1997).
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とくに Ign. Dia.に関しては、1 コリント 4 章 13 節を解説するのではなく本来
的な意味で περίψημαを用いる場合に περίψημα καὶ περικάθαρμαと 2 語を
並列させており、これらの語が 1 コリ 4.13 と強く結びついていることを伺わ
せる。
ii.　その他のテクスト 12
 「すべての人の芥」の「すべて」の応用範囲の解説（Joannes Damascenus, 
Commentarii in epistulas Pauli MPG, vol.95, col.604）(7-8cCE, Damascus) ／解説のない
引用（Chrysostom, I ad Corinthios MPG, vol.61, p.115）
2.　「僕／奉仕者」としての ΠΕΡΙΨΗΜΑ




b.　『バルナバ書』6 章 5 節
 「あなたがたが理解できるよう非常に明快に書いております。私はあなたがたのため
の愛の peripsema です（ἐγὼ περίψημα τῆς ἀγάπης ὑμῶν）。」
c.　イグナティウス『エフェソ書』8 章 1 節（偽イグナティウス『処女マリア』8 章
1 節参照）
「わたしはあなたがたの peripsema、あなたがたエフェソの人たちのためにおのれを聖
別します（περίψημα ὑμῶν καὶ ἁγίζομαι ὑμῶν Ἐφεσίων）。」





12 Theo. Stud.: G. Fatouros, Theodori Studitae Epistulae (vol. 1-2 Berlin: De Gruyter, 1992); Ign. Dia.: 
Efthymiadis & Mango, The Correspondence of Ignatios the Deacon (Dumbarton Oaks, 1997). またこの項に
は、キリスト者の迫害体験の象徴としての περίψημα（Augustin, Exposition on Ps. 89）も含まれよう。
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peripsema を取り除いたのです（τὸν ἐκείνων θάνατον εἰς ἑαυτοὺς μεταστησάμενοι 
καὶ τὸ δημῶδες ῥῆμα, μόνης ἀεὶ δοκοῦν φιλοφροσύνης ἔχεσθαι, ἔργῳ δὴ τότε 
πληροῦντες, ἀπιόντες αὐτῶν περίψημα）。じつに私たちの内で卓越した人たち、つ
まり長老、執事、その他非常に評判のよい人たちが、このようにして世を去った。こ
のような形の死は、大いなる敬神と確固とした信仰であり、なんら殉教に劣らないと





 「パウロ書簡に見られる περίψημα という表現は、アレクサンドリアで
一般的な表現として用いられたようだ。挨拶において互いに仕えあうこと
を示すときに ἐγὼ εἰμὶ περίψημα σοῦ と述べたが、これがここでデュオ
ニシオスが想定した状況かも知れない。一方でより確からしい可能性とし
て、キリスト者が異邦人たちから πάντων περίψημα と呼ばれていたこと
が考えられる。これはすなわち、つまらないゴミ滓、である。この解釈の
方がよい（Christianos vulgò à Gentilibus vocators fuisse hoc nomine, πάντων 









13 Evsebii Pamphili, Ecclesiasticae historiae (ed. Henricvs Valesivs; Parisiis, 1659).
14 Barsanuphius et Joannes, Quaestiones et responsiones: Angelis-Noah & Neyt, Barsanuphe et Jean de Gaza, 
Correspondance, tome I-II (Éditions du Cerf, 1997-98).
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（ἀλλὰ καὶ περίψημά εἰμι τῶν ἐρχομένων ὑπερεύξασθαί σου καὶ ὠφελῆσαι）。」
ここでの περίψημάは処分の対象となる者という謙遜した奉仕者の姿勢か？こ
れは「 I am at your disposal」という英語表現に近似していると思われる。
3.　その他
a.　十字架と ΠΕΡΙΨΗΜΑ
イグナティウス『エフェソ書』18 章 1 節
 「私の霊は十字架の peripsema です。それは不信心な者にとっては躓きであっても、
私たちにとっては救いであり永久の命です（περίψημα τὸ ἐμὸν πνεῦμα τοῦ 
σταυροῦ, ὅ ἐστιν σκάνδαλον τοῖς ἀπιστοῦσιν, ἡμῖν δὲ σωτηρία καὶ ζωὴ αἰώιος）。
賢いものはどこでしょう。議論好きはどこでしょう。思慮深いと言われる者の誇りは
どこでしょう。」





あるすべてのもの］（περίψημα: περικατάμαγμα, ἀντίλυτρα, ἀντίψηχα [ἢ ὑπὸ τὰ 
ἴχνη πάντων]）。」




を）perikatharma や peripsema や呆れかえる廃棄物のように考えたことだろう（ὡς 






15 M. Schmidt, Hesychii Alexandrini lexicon (Amsterdam: Hakkert, 1965).




 「幸いなるかな、自らをすべての人の peripsema と見なす者よ」（Evagrius, De oratione 
MPG, vol.79, p.1193）／苦しみの体験としての περίψημα（Catenae [in NT] in epistulam 




そらく身代金（贖い）の方がこの語の意味により近いであろう（ἐγγύτερον δ’ ἂν εἴη 
τῆς σημασίας ἡ ἀπολύτρωσις）。つまり人々のために献げられる犠牲のことである
（καὶ τὸ οἷον ὑπέρ τινων ἱερεῖον προθυόμενον）。したがって peripsema はこの概念
を指して呼ぶのだが、それ以上にこの古代語は不名誉な者（犯罪者）を指し、この名
によって引き渡される。天的な怒りが降りかかり試練が起こる時は、人々は血による
代償の必要を認識し（ποινὰς αὐτοὺς τῶν τετολμημένων ἀπαιτεῖσθαι συνῄσθοντο）、
直ちに同胞の一人を取り囲む。この者はそのような定めにあるか、クジによって選ば
れたか、あるいは自分の意志によってかで、すべての人のために犠牲として献げら
れ、彼らの浄めとなる（ὃς ἔμελλεν ἢ κλήρῳ ἀφορισθεὶς ἢ τῷ προθύμῳ τῆς γνώμης 
ἑκούσιος ὑπὲρ πάντων προθύεσθαι καὶ καθάρσιον αὐτῶν γίνεσθαι）。彼らはこの
者を手で触れて拭き、『我々の peripsema となるように』と願って言った





彼がすべての人の浄め、犠牲、peripsema であるか分かるでしょうか（ὁρᾷς ὅπως ἦν 




17 また、この世の栄光こそがかえって περίψημα（Jerome, Letter to Eustochium Letter 22）もここに含ま
れるか。






1.　箴言 21 章 17-18 節：kō. er の訳
MT:　　　　　　　:’îš ma .sō.wr ’ō.hê  śim. āh ’ō.hê  ya.yin- wā.še.men, lō ya.‘ă.šîr. 
kō. er la . ad.dîq rā.šā‘wə. a. a  yə.šā.rîm bō.w. ê .
快楽を好む者は貧しく、ぶどう酒と油を好む者は富まない。邪悪な者は義なる者の身
代金、悪なる者は正しい者の代わり。
LXX: ἀνὴρ ἐνδεὴς ἀγαπᾷ εὐφροσυνην φιλῶν οἶνον καὶ ἔλαιον εἰς πλοῦτον･ 
περικάθαρμα δὲ δικαίου ἄνομος（ぶどう酒と油を好んで快楽を愛する者は豊かさに
欠ける、不法な者は義人の perikatharma だ）。






 「50 人の perikatharma を生んだプリアヌス、あるいはダナオスやアエオロスは、ホ
メロスよりも共同体に貢献したのだろうか（Ὁμήρου πλείονα τῇ κοινωνίᾳ συνεβάλετο 
Πρίαμος ὁ πεντήκοντα γεννήσας περικαθάρματα ἢ Δαναὸς ἢ Αἴολος;）。」
ここは「50 人ものろくでなしの息子たち」ほどの意味か？
b.　その他のテクスト




Origenes, Commentarii in evangelium Joannis 6.55.284, 28.18.161; Basilius Caesariensis, 
Homiliae super Psalmos 29.381 (MPG); Didymus Caecus, Fragmenta in Psalmos fr. 739 
(Mühlenberg); Joannes Chrysostomus, In epistulam i ad Corinthios 61.108 (MPG); Palladius, 
Dialogus de vita Joannis Chrysostomi 136 (Coleman-Norton); Theodoretus, Explanatio in 
19 Epictetus, Dissertationes ab Arriano digestae: H. Schenkl, Epicteti dissertationes ab Arriano digestae (Leipzig: 
Teubner, 1916). エピクテートス『人生談義（上・下）』鹿野治助訳、岩波書店、1992 年。
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Canticum canticorum 81.208 (MPG), Interpretatio in xiv epistulas sancti Pauli 82.257 (MPG); 
Cyrillus Alexandrinus, Commentarii in Joannem, 2.596 (Pusey), Commentarii in Lucam p.94 
(Sickenberger); Catena in epistulam i ad Corinthios, pp.82, 83 (Cramer); Joannes 
Ellemosynarius, Vita Tychonis p.5 (Usener); Antiochus Monachus, Pandecta scripturae sacrae 




Clemens Alexandrinus, Stromata 4.7.51 (Frühtel); Eusebius, Praeparatio evangelica 12.10.7 
(Mras); Ephraem Syrus, Institutio ad monachos p.353 (Phrantzoles); Joannes Chrysostomus, 
In sanctum Paulum apostolum p.429 (Jugie et al.); Joannes Damascenus, Commentarii in 
epistulas Pauli 95.604 (MPG); Ignatius Diaconus, Epistulae 57 (Efthymiadis & Mango).
ii.　パウロの模範に倣うことの勧め




して（περικάθαρμα ἀντὶ τοῦ ἀποψήγματα καὶ ὥσπερ ἀποσαρώματα）。」
III.　ΚΑΘΑΡΜΑ の分析
Κάθαρμα は幾つかの異本において περικάθαρμα の代わりに用いられているので、




洗浄（浄め）を意味する καθαρίζω, κάθαρσις, καθαρός と語根を共有する。一般に
洗浄行為の結果として生ずる廃棄すべき部分を指す。したがってそれは汚かったり、
不用であったりする。
20 Catenae (Supplementum et varietas lectionis ad epistulam i ad Corinthios): J. A. Cramer, Catenae Graecorum 





i.　 ア ウ リ ウ ス・ ヘ ロ デ ィ ア ヌ ス『 詩 形 論（ΠΡΟΣΩΔΙΑ）』part 3, vol.1, p. 295 
(2cCE)21
アルカディア地方のアゼニアの泉に言及しつつ、「彼（エウドクソス）はプロイティ
デスの門を浄めて、カサルマを廃棄した（ὅτε τὰς Προιτίδας ἐκάθαιρεν, ἐμβαλεῖν 
τὰ καθάρματα）。」
ii.　エローティアーノス『ヒッポクラテス語彙集』p.93 (1cCE)22




Eupolis, Fragment (Kock), fr.117; Dio Chrysostomus, Orationes 12.43; Diogenianus, 
Paroemiae 6.7; Pausanias Perieg, Graeciae descriptio 8.41.2; Julius Pollux, Onomasticon 
2.231, 10.28; Claudius Aelianus, Fragmenta fr.39;  Pausanias Attic., Ἀττικῶν ὀνομάτων 
συναγωγή λ 11; Synesius, Epistulae 4, 79, 32; Orion, Etymologicum κ 85, λ 91; Orus, 
Vocum Atticarum collection fr.144; Hesychius, Lexicon Α-Ο, α 8114, ε 3375, ι 770, κ 1986, 




レ ク ト ロ ス（alloy）』 で あ る（ἐκ δὲ τοῦ χρυσοῦ ἑψομένου καὶ καθαιρομένου 
στυπτηριώσει τινὶ γῃ τὸ κάθαρμα ἤλεκτρον εἶναι）。」
ii.　その他のテクスト
Aristoteles (Corpus Aristotelicum), Fragmenta varia 6.37.261; Julius Pollux, Onomasticon 
7.99.
21 Aelius Herodianus, De prosodia catholica: A. Lentz, Grammatici Graeci (vol. 3.1; Leipzig: Teubner, 1867).
22 Erotianus, Vocum Hippocraticarum collectio: E. Nachmanson, Erotiani vocum Hippocraticarum collectio cum 







katharma、炎症、悪い病が著しく浄められた（ἐπιει το φάρμακον･ οὕτως ἐκαθάρθη 
τὸ κάθαρμα πουλὺ, φλέγμα τε καὶ χολὴν）。」
ii.　その他のテクスト




病とめまいが起こり、五杯分の katharma が出た（ἐγίνετο καὸ ἡ ἀσθένεια καὶ ἡ 
ἄση･ καὶ τοῦ καθάρματος ἧσαν πέντε κοτύλαι）。胃の不調によって、腹から多く
の水分が出た。」
c.　糞便
著者不詳『Συναγωγὴ λέξεων χρησίμων』λ 165 (8-9cCE)24
「 リ ュ マ タ：katharma、 す な わ ち 腹 か ら ト イ レ に 流 し 出 す も の（λύματα･ 





（ποντίων καθαρμάτων χέρσου τ´ ἀμοιβὰς ὧν ἐμόχθησὰς χάριν）、火と剣を持って
臨むべきであった。」
Καθαρίζω という語には、「浄めによって取り除く」というニュアンスがある。
23 Hippocrates (Corpus Hippocraticum), De morbis popularibus (=Epidemiae): É. Littré, Oeuvres complètes 
d'Hippocrate (vols. 5; Paris: Baillière, 1846).
24 I.C. Cunningham, Συναγωγὴ λέξεων χρησίμων (SGLG 10; Berlin & New York: De Gruyter, 2003).





Hesychius, Lexicon (Α-Ο) α 8738; Timaeus, Lexicon Platonicum ρ 1001b, cf. Ammonius, 






（ἄλλος οὑτοσί τις ἀναιδὴς καὶ πολλοὺς ὑβρίζων, καὶ τοὺ μὲν πτωχούς, τοὺς δὲ 
καθάρματα, τοὺς δ´ οὐδ´ ἀνθρώπους ὑπολαμβάνων）。」
なお、ここでの「人でなし」は冷血漢という意味ではなく、人としての価値が
ないという意味であろう（cf. Dem., Midiam 198）。七十人訳詩編 21 編 7 節（22
編 7 節）をも参照。
ii.　その他のテクスト
Euripides, Iphigenia Taurica 1316; Demosthenes, De falsa legatione 198; Aeschines, In 
Ctesiphontem 211; Dinarchus, In Demosthenem 16; Apollonius Rhodius, Fragmenta fr.13; 
Philo Judaeus, De vita Mosis 1.30, De virtutibus 174; Flavius Josephus, De bello Judaico 
4.241; Plutarchus, Sulla 33.2; Dio Chrysostomus, Orationes 7.30, 32.50; Lucianus, Demonax 
30, Symposium 40, Cataplus 16, Juppiter tragoedus 52, Charon sive contemplantes 10, 
Deparasito sive artem esse parasiticam 42, De mercede confuctis potentium familiaribus 24, 
Hermotimus 81, Dialogi mortuorum 3.1; Julius Pollux, Onomasticon 3.66; Cleomedes, 
Caelestia 2.1; Diogenes Laertius, Vitae philosophorum 6.32; Flavius Claudius Julianus, Εἰς 
τοὺς ἀπαιδεύτους κύνας 15; Libanius, Orationes 1-64 1.169, 2.56; Synesius, Epistulae 148; 
Joannes Chrysostomus, In Acta apostolorum (homiliae 1-55) 60.190 (MPG), In Matthaeum 





26 Demosthenes, In Midiam: S.H. Butcher, Demosthenis orationes (vol. 2.1; Oxford: Clarendon Press, 1907).
27 J.M. Edmonds, The fragments of Attic comedy (vol. 1. Leiden: Brill, 1957).
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ならないのか（οὐ φθερεῖ κάθαρμα, εἶπε, κἀκποδὼν ἡμῖν ἄπει;）』。」
Edmondはこれを Go and be hanged for a scapegoat, can't youと訳し、解説とし
て以下のとおりに記す。Suida Lexicon: κάθαρμα･ expiatory offering, scapegoat 
(or more properly 'scape-man') (p.757). しかしこの訳は 10cCE の解釈を 1500 年前
のテクストに持ち込んでおり、やや読み込みすぎではなかろうか。同様に読み




（ἄπιθι ... ἀπ´ ἐμοῦ, ῥυπαρώτατε κύον）』と言った。イソップが『教えてください、
何のためにいらっしゃいましたか』と言うと、その商人は言った。『katharma よ
（κάθαρμα）、いくらか商品を買いに来たのだ』。」
悪態用語が顕著なのは、とくに Vitae Aesopiと Philastratus, Vita Apolloniiであろ
う。ここでは a.i.の延長で、「くず野郎」、「ろくでなし」等が適当であろうか。
κάθαρμαと犬が併用される例としては、Joannes Chrysostomus, Ad populum 
Antiochenum (homiliae 1-21) 49.173, Georgius Monachus, Chronicon (lib. 1-4) p.582
をも参照。
iii.　その他のテクスト
Aristophanes, Plutus 454, Franmenta (Demianczuk) 59.1; Menander, Samia 481; Vitae Aesopi: 
Vita G 29, 31, 69, Vita W 14, 31, 77b, Vita Pl vel Accursiana 234, 237, 246; Lucianus, Dialogi 
mortuorum  6.2, 20.9, Symposium  2.16; Demonax, Fragmenta  fr.35; Athenaeus, 
Deipnosophistae 15.54; Dio Cassius, Historiae Romanae 72.15.5; Flavius Philostratus, Vita 
Apollonii 1.12, 4.30, 5.7, 5.23, 5.29; Didymus Caecus, Commentarii in Ecclesiasten (7-8.8) p. 
205; Libanius, Declamationes 1-51 30.1; Philogelos (Philogelos sive Facetiae) 56, 58, 68, 
100, 128, 193; Theodoretus, Graecarum affectionum curatio 12.48.
c.　自己卑下
軽蔑語を自らに向ける「自己卑下」は 1 コリント書 4 章 13 節の引用においてのみ見
られる。したがってこのよう方はパウロの影響によるものと考えられる。





Origenes, Homiliae in Job 17.69; Joannes Chrysostomus, Ad Demetrium de compunctione (lib. 
1) 47.405; Theodoretus, Explanation in Canticum canticorum 81.208; Maximus Confessor, 
Liber asceticus 15; Antiochus Monachus, Pandecta scripturae sacrae 40.
ii.　その他
Pseudo-Macarius, Epistula magna 278.
2.　不用でろくでもないもの（考え）
a.　ヨアンネス・クリュソストモス『Ad eos qui scandalizati sunt』22.4 (4-5cCE)29
 「私にその馬鹿馬鹿しい katharma を語らないでくれ、その贅沢で心底肉的で、なん
と も 無 益 な こ と ど も を（μὴ γὰρ μοι τὰ καθάρματα τῶν ἀνοήτων εἴπῃς, τοὺς 
βλᾶκας καὶ αὐτόσαρκας ὄντας καὶ φύλλων κουφοτέρους）。」
b.　その他
Demosthenes, De corona 128; Theophrastus, Fragmenta 174.2; Lucianus, Dialogi mortuorum 
3.1; Julius Pollux, Onomasticon 5.163; Marcus Aurelius Antioninus, Τὰ εἰς ἑαυτόν 12.2.1; 
Flavius Claudius Julianus, Ἀθηναίων τῇ βουλῇ καὶ τῷ δήμῳ 5; Libanius, Orationes 1-64 
3.6, 33.15; Joannes Stobaeus, Anthologium 5.1.9; Martyrium Juliani et Basilissae (Martyrium 





りです。どうぞ前の方まで、近くまで来て下さい、katharma の内側まで（πἀριτ´ εἰς 





29 Anne Marie Malingrey, Jean Chrysostome. Sur la providence de Dieu (Paris: Éditions du Cerf, 1961).
30 Aristophanes, Acharnenses: N.G. Wilson, Aristophanis Fabulae (OUP, 2007). アリストファーネス『アカル
ナイの人々』村川堅太郎訳、岩波書店、1951 年。
31 Aristophanes, The Eleven Comedies (New York: Liveright, 1932).
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b.　ヘシュキオス『レキシコン (Α-Ο)』κ 88 (5-6cCE)32
「katharma：子豚。これ（豚の血）を酸いぶどう酒に混ぜて祭壇を浄める（κάθαρμα･ 







ὀξέως τῷ θυμῷ χρῆσθαι）。これらの木は切り倒された後、持ち出されて燃やされる
（ταῦτα δ´ ἐκκόπτοντες ἐξορίζουσι καὶ καίουσι）。アンティクリデスのディディマス
はその注解書の一文において、katharma や汚れた物がオクススミアと呼ばれる、と述
べている（ὀξυθύμια τὰ καθάρματα λέγεται καὶ ἀπολύματα）。家々が浄められた
後で、これらは三叉路へ運び出されるからである。三叉路に置かれた物に関してディ
ディマスは以下のように注解する。それは、人々が浄めの供え物を持ち込んだヘカテ
像である（Ἑκαταῖα, ὅπου τὰ καθάρσια ἔφερόν τινες）。この供え物はオクススミア
と呼ばれる。」
三叉路に供えられる κάθαρμαに関しては、同時代の Polluxも短く言及してい




a.　 ハ リ カ ル ナ ッ ソ ス の デ ィ オ ニ ュ シ オ ス『Ἀττκὰ ὀνόματα』φ 2 (2cCE, 
Halicarnasseus)34= フォティオス『レキシコン ( Ε - Ω )』φ 640
「ファルマコス：価値のない物の katharma。イオニア人が（領地を）広げていた頃
『ファルマコス』と言った（οἱ δὲ Ἴωνες ἐκτείνοντες λέγουσι φαρμακόν）。彼らがバ
ルバロイたちの居留による汚れから母語、境界線、（特定の）日々を浄めていたから
である（οὗτοι γὰρ διὰ τὴν τῶν βαρβάρων παροίκησιν ἐλυμήναντο τῆς διαλέκτου 
τὸ πάτριον, τὰ μέτρα, τοὺς χρόνους）。ヒッポナクスもこのことを明言している。」
上述のイオニア地方における追放儀礼を想起させなくもないが、ここでは異文
32 K. Latte, Hesychii Alexandrini lexicon (vols.1; Copenhagen: Munksgaard, 1953).
33 W. Dindorf, Harpocrationis lexicon in decem oratores Atticos (vol. 1; OUP, 1853).









と呼ばれ、このようにしてこれが犠牲となった（οἱ φαρμακοὶ δὲ καὶ πρὸς 





を、魔除けの目的で、町の周り全体にまき散らした（τὴν τέφραν εἰς ἀποτρόπαιον 





という意味での φαρμακόςであり、追放儀礼の被害者としての φαρμακόςは 1
度も用いられていない。「魔除け」という意味での ἀποτρόπαιοςとその同語根
語（ἀποτροπή, ἀποτροπία, ἀποτροπιάζω, ἀποτροπιάσμα, ἀποτορπιασμός, 
ἀποτροπιαστής, ἀποτροπιαστικός, ἀπότροπος）が追放儀礼の説明において登
場するのはこの 1 箇所だけである。ちなみに、他の代表的な魔除け慣習である
βασκανία が ἀποτροπ-語とともに用いられるケースは多く、たとえば John 





35 Scholia in Aristophanem (Commentarium in Plutum; scholia recentiora Tzetze): L. Massa Positano, Jo. Tzetzae 








う に と 自 国 を 離 れ た の で す（πολλοὶ βασιλεῖς καὶ ἡγούμενοι, λοιμικοῦ τινὸς 
ἐνστάντος καιροῦ, κρησμοδοτηθέντες παρέδωκαν ἑαυτοὺς εἰς θάνατον, ἵνα 
ῥύσωνται διὰ τοῦ ἑαυτῶν αἵματος τοὺς πολίτας. πολλοὶ εξεχώρησαν ἰδίων 
πόλεων, ἵνα μὴ στασιάζωσιν ἐπὶ πλεῖον）」（55.1）。「私たちのうちには、自らすす






ているにもかかわらず、この文脈において 1コリ 4.13の περικάθαρμαと
μερίψημαに言及しない点は注目に値する。





し て 差 し 出 し た（πολλοί τινες, λοιμικῶν ἐνσκηψάντων νοσημάτων, ἑαυτοὺς 
σφάγια ὑπὲρ τοῦ κοινοῦ παραδεδώκασιν）。これらの逸話を根拠のないことではな
かろうと信頼し、忠実なクレメンスは然もありなんと受け入れた」と述べる。
おそらくクレメンスへの言及は上記の 1クレメンス 55章 1節であろう。ここ
までの段階ではイエスの死と追放儀礼が結びつけられていないようだが、後続
する 56 章（後述）では「神の仔羊」と結びけられる。
36 Origenes, Commentarii in evangelium Joannis : C. Blanc, Origène, Commentaire sur saint Jean (5 vols.; 
Sources chrétiennes; Paris: Éditions du Cerf, 1966-92).
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に死ぬ人たちと似ていることを示したのです（ἀνάλογον τοῖς ἀποθανοῦσιν ὑπὲρ 




が語る多くの逸話を彼らは受け入れないのでしょうか（οὐδὲ τὰς ἑλληνικὰς 
παραδέξονται καὶ βαρβαρικὰς πολλὰς ἱστορίας περὶ τοῦ τινας ὑπὲρ τοῦ κοινοῦ 





37 Origenes, Contra Celsum: M. Borret, Origène. Contre Celse (4 vols.; Sources chrétiennes; Paris: Éditions du 
Cerf, 1967-69). オリゲネス『ケルソス駁論（1）』出村みや子訳、教文館、1987 年。
